













































Essence of “the community improvement” to watch in Amacho
Hosei University Center for Regional Research
Konomi Tomisawa
Abstract
			Amacho,	Oki-gun,	 Shimane	 is	 introduced	by	
a	book	and	a	net	 as	 “a	 success	example”	 a	 lot.	
However,	 community	 improvement	 is	 a	 talk	 to	
continue	forever	and	cuts	a	certain	time	and	is	not	
“success”	and	“failure”	and	a	thing	to	evaluate.
　I	want	 to	point	 out	 that	Amacho	 succeeded.	





　It	 is	 to	 utilize	 “persons	 of	 I	 turn”	who	 are	




this	out	 from	early	 time.	 It	becomes	before	 they	
propose	the	directionality	of	the	town	now.
　Members	 of	 administrative	 occupation	 and	
“persons	 of	 I	 turn”	 perform	 the	 community	
improvement	 of	Amacho	 energetically	 at	 the	
present,	but	aim	at	 it	 is	with	 the	core,	and	 local	
people	 carrying	 community	 improvement	 in	
the	 future.	 In	Amacho,	 I	assume	“the	making	of	
human	being	power”	a	key	measure	from	2007.
　“Human	being	power”	=	defines	 the	 indicator	
made	with	 the	person	whom	 the	 town	aims	at	
as	 “power	 to	make	 a	 sustainable	 community”.	
Amacho	 is	going	to	raise	such	a	talented	person	
together	with	 the	whole	 area	 from	 a	 nursery	
school	to	the	high	school.
Amacho	 is	going	 to	bring	up	a	 talented	person	
with	the	will	to	“return	to	make	work	in	a	favorite	
island”	not	a	 talented	person	of	 the	passiveness	
“not	 to	be	 able	 to	 return	because	 there	 is	 not	
work”.	 It	 is	a	 long-standing	story,	but	 the	result	
will	come	out	in	10	years.
　It	 is	 that	 “the	 community	 improvement”	
continues	thing,	it	which	at	first	one	step	embarks	
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意識を持つ町民の意向を受け、平成 14 年 5 月に地縁・
血縁に縁の薄い山内町長が誕生した。対立候補である前









が策定（平成 16 年 3 月）さ
れ、実行された。
　まず、就任してすぐに
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ショップを開設、年間 1200 ～ 1300 人のダイバーが訪れ








い手対策事業」などにより 7000 万円を得て（平成 13 年



























ている。平成 14 年に協業組合を発足させ、平成 18 年に
海士いわがき生産㈱となった 11）。
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18 年 3 月に 3頭を初出荷、全て高品位のA5に格付けさ
れ、肉質は松阪牛並みの評価を受けた。平成 20 年 11 月
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　後藤さんは、これを商品化するにあたって、障害者の
自立に活用しようと考えた。役場の裏にあるNPO法人





る。平成 20 年には売上高が 220 万円にまで増え、時給








































































る。これは、平成 18 年 10 月に設置されたもので、海士






23 年 3 月末現在の利用状況は、1500 万円、内訳は、畜
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は、いずれも平成 23 年 3 月末）。
　I ターンのための定住対策として（平成 16 年度～平
成 21 年度）、定住住宅の新築 39 戸、空き家のリニュー









　また、少子化対策として（平成 16 年 10 月制定）、結
婚祝い金（1 カップル 10 万円の助成）、出産祝い金（1








































もので、平成 17 年から 20 年には一橋大で、平成 20 年
からは東大で実施している。一年間かけて調べた島の産
業、自然、文化等について発表する。





雇用創出効果 185 人 （U・I ターン者）
定住効果
Iターン 310 人 188 世帯
Uターン 173 人
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商品化に挑戦する。毎月 15 万円の給与を支給（社会保険付き）。住居は 1DKを用意し、家賃は 1万円。冷蔵庫、掃除機、布団を
完備。1年契約だが、更新可能。





4）	 この間の事情については、山内道雄『離島発　生き残るための 10 の戦略』生活人新書 222　日本放送出版協会に詳しい。




て、単独町制を決断したこと（平成 15 年 12 月に島前の合併協議会を解散）、②その後、小泉政権の「三位一体改革」で、それま
で町税に匹敵するほどの金額であった地方交付税が突然大幅に削減されたことがある。当時、夕張市が破綻し、これは他人事では
なかった。
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	 海士町では、漁業資源が細っているのを改善し、より付加価値の高い産業振興を図るため、平成 21 年度から「海藻養殖を軸とし
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